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１．概要（Summary） 

インクジェットプリンタや 3D プリンタなどにより導電性

の素材を出力し，センサや回路，インタラクティブオブジェ

クトを作製する手法が数多く提案されている．その一つと

して，実際に音を発生させるスピーカーを作製する試み

がなされている．既存の手法では，導電性の素材で作製

したコイルに重たい磁石を配置する，3D プリントした物体

に導電性塗料を塗布するなど手間のかかる工程を必要と

していた．利用者はこれまでに銀ナノインクで印刷した回

路を折り曲げて作製可能な，折り紙スピーカーの開発を

行った．今回折り紙スピーカーの性能評価を行うため東

京大学の設備を利用し，出力可能な周波数を調査した． 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
機械特性評価装置 Polytec MSA-500  
【実験方法】 
銀ナノインクの印刷により作成した紙製スピーカーを機

材中央に固定し，300 V に昇圧されたサイン波信号を入

力することで紙を振動させ音を発生させる．その際，機器

を用いて振動を測定し，OrigamiSpeaker が印加した信

号と同じ周波数で振動しているかを調査する．入力する

サイン信号の周波数は 500 Hz〜20 ｋHz とした． 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Figure 1 に実験で得られた結果の一部を示す．グラフ

は 500 Hz, 1 kHz, 4 kHz, 20 kHz の信号を入力した際

に得られたスピーカーの振動周波数を FFT により解析し

たものである．紙製のスピーカーで入力した信号と同じ周

波数で振動していることが確認された．また同時に一定の

周波数の音が発生していることを確認した．さらに，

OrigamiSpeaker は非可聴音でも出力できることがわか

った． 

 
Figure 1. Experimental results of frequency 

measurement. 
４．その他・特記事項（Others） 
本研究は JST ERATO 川原万有情報網プロジェクト

(JPMJER1501)の助成を受けたものである. 
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